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論文内容の要旨

鼻咽腔は嚇下，呼吸，発音の各動作に於いて合目的な開閉運動を営んで、いる器官である。とりわけ，

発音に際しての鼻咽腔の開閉運動は複雑な調節機構の上に成り立って居り，正常な言語を形づくるた

めの重要な因子である。

これらの鼻咽腔運動を司どる鼻咽腔閉鎖関連筋の末梢運動神経支配の仕組みについては，数多くの

研究があり，口蓋帆張筋は三叉神経支配，また鼻咽腔閉鎖運動にもっとも主たる働きをなしている口

蓋帆挙筋は，舌咽神経，迷走神経，さらに顔面神経の各々の支配が報告されるに至っている。しかし

ながら，各神経の鼻咽腔運動における役割については判然とせず，内でも顔面神経の口蓋帆挙筋に対

する運動神経支配とその機能や役割に関しては，種々論議の的となってきた。近年，西尾(1975) は

アカゲザルを用いた電気生理学的実験から，顔面神経の口蓋帆挙筋，口蓋垂筋，上咽頭収縮筋への関

与を証明し， Erb (1876) 以来論ぜられてきた顔面神経の鼻咽腔閉鎖運動に対する運動神経支配の存

否に結論を与えた。

しかしなお，顔面神経が鼻咽腔運動において知何なる働きを担っているのか，又仮に担っていると

すれば，何故顔面神経の麻庫の際に鼻咽腔に閉鎖不全の臨床的な症状が現れないのか，という事柄が

新たな疑問として残される。

そこで著者は，この疑問を明らかにするために，ベル麻庫患者及び正常人の鼻咽腔運動形態を鼻咽

腔内視鏡にて観察し，さらに耳科神経学的検査結果との関連性について考察し，あわせてベル麻庫患

者の内で Suprastapedial に麻療病巣が存在するものについて，軟口蓋筋筋電図を分析検討した。さ

らに，臨床研究における結果を裏づける目的で，アカゲザルを用いた誘発筋電図法により顔面神経の
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口蓋帆挙筋ヘ至る側頭骨内での分枝を同定したO 結果は次のごとくであった。

1 )ベル麻庫患者の鼻咽腔内視鏡による観察で，母音ならびに子音後続母音において，軽度ではある

が高率 (40%) に閉鎖不全が出現することが判明した。子音発音時， blowing動作時，暗記下時には鼻

咽腔閉鎖不全は観察されなかった。

2 )ベル麻庫患者における鼻咽腔閉鎖不全の出現率は Hyperacusis (+)，即ち Suprastapedial に麻

療病巣が存在する場合にはさらに高率で、85.7%であったが， Hyperacusis (-)，即ち Infrastapedial

の場合では22.2% にすぎなかったO このことは，鼻咽腔閉鎖不全の有無がHyperacusis の有無と同

様に，顔面神経麻庫における障害部位と密接な関連を有しているごとを示唆した。また予後を観察し

た結果，鼻咽腔閉鎖不全の改善についても Hyperacusis の有無が強く関与していることが明らかとな

った。

3 )ベル麻庫患者の口蓋帆挙筋筋電図を分析検討した結果，顔面神経の障害によって嚇下時の鼻咽腔

閉鎖運動は筋電図的に健側，患側の差異がなかったが，母音発音時では健側，患側の差異が顕著であ

った。

4 )誘発筋電図法を用いたアカゲザルによる実験から，顔面神経は側頭骨内において最初の分枝であ

るところの大錐体神経を経由して口蓋帆挙筋に到達していることが判明し，この実験結果は，ベル麻

庫患者において観察された鼻咽腔閉鎖不全の発現傾向と顔面神経の障害部位との聞に得られた結果と

良く対応した。

以上本研究によって，顔面神経が発音時の鼻咽腔閉鎖運動に機能的効果を及ぼしていることが明ら

かとなり，さらに，臨床的に重要な意義を有する分岐点を同定することによって，鼻咽腔閉鎖運動の

生理的機序の一端を解明した。

論文の審査結果の要旨

本研究は，鼻咽腔運動における顔面神経の役割を解明するために，末梢性顔面神経麻庫患者の鼻咽

腔運動を内視鏡，及び軟口蓋筋筋電図法を用いて検索し，あわせて動物実験によって，顔面神経の口

蓋帆挙筋ヘ致る側頭骨内分枝を同定したものである。

その結果，ヒト鼻咽腔閉鎖運動において，顔面神経が日本語母音の発音に関与していること，さら

に顔面神経は大錐体神経を経由して口蓋帆挙筋に運動神経支配を及ぼしていることが判明した。

以上，本研究は鼻咽腔運動の神経生理学的調節機構を知る上で，極めて価値ある業績であると認め

る。

よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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